
　

　

　

　

海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
5
月

17
〜
23
日
、
市
内
の
7
海
水
浴
場

で
水
質
お
よ
び
放
射
性
物
質
に
関

す
る
調
査
を
行
い
、
全
て
の
海
水

浴
場
で
遊
泳
に
問
題
な
い
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　

国
の
判
定
基
準

に
よ
る
水
質
評
価

は
、
上
表
の
と
お

り
で
す
。
ま
た
海

水
中
の
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
お
よ
び
放

射
性
ヨ
ウ
素
は
、
全
て
の
海
水
浴

場
で
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

砂
浜
に
お
け
る
空
間
放
射
線
量
率

は
、
市
内
中
心
部
と
比
較
し
て
同

程
度
以
下
で
し
た
。

評　　価

可（水質Ｂ）

適（水質ＡＡ）

適（水質ＡＡ）

適（水質ＡＡ）

適（水質ＡＡ）

適（水質Ａ）

適（水質ＡＡ）

海水浴場

堀 江

鷲
わし

ヶ 巣
相子の浜

鹿 島

長浜海岸

立岩海岸

姫 ヶ 浜

※
評
価
区
分
は
、
遊
泳
に
適
す
る
良
好
な
水

質
順
に「
適（
水
質
Ａ
Ａ
）」「
適（
水
質
Ａ
）」

「
可（
水
質
Ｂ
）」「
可（
水
質
Ｃ
）」と
、
遊
泳
に

適
さ
な
い「
不
適
」に
分
け
て
い
ま
す

　

7
月
9
日
に
外
国
人
登
録
制
度

が
廃
止
さ
れ
、
日
本
国
内
に
住
ん

で
い
る
外
国
人
の
皆
さ
ん
に
も
住

民
票
が
作
成
さ
れ
ま
す
。

【
対
象
者
】3
カ
月
を
超
え
る
在

留
期
間
で
日
本
に
滞
在
し
、
住
所

を
有
す
る
外
国
人（
短
期
滞
在
や

在
留
資
格
が
な
い
人
は
除
く
）

主
な
変
更
点

•
外
国
人
住
民
の
住
民
票
の
写
し

の
交
付
が
、
支
所
や
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
も
で
き
ま
す

•
同
じ
世
帯
に
日
本
人
と
外
国
人
が

一
緒
に
い
る
場
合
で
も
、
外
国
人
を

含
む
世
帯
全
員
が
記
載
さ
れ
た
住

民
票
の
写
し
の
交
付
が
で
き
ま
す

•
市
区
町
村
が
変
更
と
な
る
引
っ

越
し
の
場
合
、
旧
住
所
地
の
市
区

町
村
で
転
出
の
届
け
出
を
し
、
転

出
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
後
、

新
住
所
地
の
市
区
町
村
で
転
入
の

届
け
出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
海
外
へ
出
国
す
る
と
き
も
転

出
の
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す

•
外
国
人
登
録
証
明
書
に
替
わ

り
、「
在
留
カ
ー
ド
」ま
た
は「
特
別

永
住
者
証
明
書
」が
交
付
さ
れ
ま
す

住
民
の
声

•
ブ
ラ
ン
ド
認
定
さ
れ
た
ブ
ド
ウ

の
栽
培
な
ど
、
農
業
が
盛
ん
で
す

•
分
館
対
抗
の
俵
送
り
競
争
や
新

春
か
る
た
大
会
な
ど
、
独
自
の
イ

ベ
ン
ト
が
根
付
い
て
い
ま
す

•
鳥
獣
害
、
と
り
わ
け
イ
ノ
シ
シ

の
駆
除
事
業
を
引
き
続
き
お
願
い

し
た
い

•
自
主
防
災
組
織
へ
の
補
助
を
継

続
し
て
ほ
し
い
。大
雨
の
際
の「
山

津
波
（
大
規
模
な
山
崩
れ
な
ど
）」

へ
も
目
を
向
け
て
ほ
し
い

※
抜
粋
、
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す参

加
者
募
集

第
28
回
＝
高
浜
地
区

【
日
時
】8
月
9
日
㈭
19
時
〜
20

時
30
分

【
場
所
】高
浜
公
民
館
（
梅
津
寺

町
）
2
階
大
会
議
室

【
対
象
】高
浜
地
区
に
在
住
ま
た

は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

【
定
員
】60
人
程
度

【
申
し
込
み
】7
月
13
日
㈮
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、ｅ
メ
ー
ル
で
、

参
加
申
込
書
（
市
民
参
画
ま
ち
づ

く
り
課
〈
市
役
所
本
館
9
階
〉・

高
浜
公
民
館
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
り
）
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
年
齢
、
性
別
、
勤
務
先
（
学

校
名
）、
市
長
と
話
し
た
い
こ
と

を
書
い
て
、
〒
790
８
５
７
１
市
民

参
画
ま
ち
づ
く
り
課

zichi@
city.matsuyama.ehime.jp

ま
た

は
高
浜
公
民
館
へ

　

湯
築
校
区
は
聖
徳
太
子
も
入
っ

た
と
い
わ
れ
る
日
本
最
古
の
道
後

温
泉
を
有
し
、
ま
ち
に
出
掛
け
る

と
商
店
街
で
働
く
人
や
観
光
客
と

の
触
れ
合
い
が
待
っ
て
い
ま
す
。

　

5
年
生
は
湯
築
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
か
ら
道
後
温
泉
本
館
に
招

待
し
て
も
ら
い
、
そ
の
歴
史
や
入

浴
マ
ナ
ー
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

近
く
に
い
な
が
ら
温
泉
に
入
っ
た

こ
と
の
な
い
子
ど
も
た
ち
も
お
り
、

そ
の
気
持
ち
よ
さ
に
う
っ
と
り
し

た
よ
う
で
す
。
ま
た
市
と
の
タ
イ

ア
ッ
プ
で
行
っ
て
い
る
「
ま
つ
や

ま
観
光
キ
ッ
ズ
」
も
楽
し
み
の
一

つ
で
、
自
作
の
イ
ラ
ス
ト
を
添
え

た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
観
光
案
内
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
り
、
観
光
客
に
道

後
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
し
た
。
初

め
は
な
か
な
か
声
を
掛
け
ら
れ
な

か
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
、
回
を
重

ね
る
ご
と
に
積
極
的
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　

自
慢
の
道
後
へ
も
っ
と
た
く
さ

ん
の
人
に
来
て
も
ら
お
う
と
、「
道

後
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立

ち
上
げ
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ

と
を
考
え
ま
し
た
。
道
後
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ
制
作
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、

商
店
街
に
あ
っ
た
ら
い
い
も
の
な

ど
、
子
ど
も
目
線
の
ア
イ
デ
ア
を

た
く
さ
ん
出
し
合
い
、
商
店
街
の

人
に
も
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

1
・
2
年
生
の
ま
ち
探
検
に
始

ま
り
、
毎
年
の
よ
う
に
道
後
の
魅

力
を
調
査
す
る
湯
築
っ
子
。
地
域

を
誇
り
に
思
う
気
持
ち
は
ど
ん
ど

ん
膨
ら
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

市
内
７
海
水
浴
場 

遊
泳
に
問
題
な
し

外
国
人
住
民
の
登
録
制
度
が
変
更
に

7／9
から
7／9
から

地域の課題を話す住民

ゆるキャラのプレゼンをする児童

観光客に話し掛ける観光キッズ

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
参

画
ま
ち
づ
く
り
課

948
６
３
８

３
・

934
３
１
５
７
へ

24

伊台
地区

い　だい５
月
25
日
開
催
・
伊
台
公
民
館
・
参
加
者
72
人

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
指

導
課

948
６
４
４
１
・

934
１

８
１
２
へ

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
課

948
６
３
３
７
・

934
１
８
０

１
へ

在留カード・特別永住者証明書への更新時期
在留資格 更新時期 申請場所

特別永住者 外国人登録証明書の次回確認日
まで

市民課（市役所
本館１階）

永住者
2015年７月８日まで
※16歳未満は、16歳の誕生日
までに手続きが必要な場合あり 高松入国管理

局松山出張所
（宮田町）
☎932－0895上記以外の中

長期在留者

在留期間の満了日まで
※16歳未満は、16歳の誕生日
までに手続きが必要な場合あり

　

伊
台
地
区
は
市
内
中
心
部

か
ら
北
東
約
4
㌔
の
山
間
部

に
位
置
す
る
人
口
５
６
７
１

人
、
世
帯
数
２
０
７
７
世
帯

（
6
月
1
日
現
在
）で
、
昭
和

50
年
代
か
ら
大
規
模
な
住
宅

団
地
が
開
発
さ
れ
、
人
口
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
公
民
館
が
主
体
と
な
っ
て

新
旧
住
民
の
交
流
を
図
る
催

し
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
な

ど
、地
域
活
動
が
盛
ん
で
す
。

　

地
区
の
土
壌
は
水
は
け

の
よ
い
花か

崗こ
う

岩が
ん

で
、
昼
夜
の

寒
暖
の
差
が
大
き
い
こ
と

か
ら
、
野
菜
・
果
樹
の
栽
培

に
適
し
、
特
に
ブ
ド
ウ
の
産

地
と
し
て
有
名
で
、
実さ

ね

川か
わ

地

区
に
は
ブ
ド
ウ
栽
培
の
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ピ
オ
ー

ネ
は「
伊
台
・
五
明
こ
う
げ

ん
ぶ
ど
う
」と
し
て
、
ま
つ

や
ま
農
林
水
産
物
ブ
ラ
ン

ド
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

伊
台
小
学
校
に
も
ぶ
ど
う

園
が
あ
り
、
栽
培
体
験
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
安
時
代
に
開
か
れ
、
千

年
以
上
の
歴
史
を
も
つ
と
い

わ
れ
る
西
法
寺
に
は
有
名
な

薄
墨
桜
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

桜
は
、
一
説
に
天
武
天
皇
の

皇
后
が
病
気
の
折
、
寺
を
挙

げ
て
祈
願
し
た
と
こ
ろ
平
癒

し
、
天
皇
か
ら
薄
墨
の
綸り

ん

旨じ

と
と
も
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
、

「
薄
墨
桜
」と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
花
の
色
は
淡
く
上
品
で
、

伊
予
節
に
も
松
山
の
名
所
と

し
て「
薄
墨
桜
や
緋ひ

の
か
ぶ

ら
」と
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
4
月
に
は
薄
墨
桜
ま
つ

り
が
催
さ
れ
、
大
勢
の
花
見

客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

高
台
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら

眺
望
が
良
く
、
特
に
瀬
戸
風

峠
か
ら
の
松
山
平
野
・
瀬
戸

内
海
の
眺
め
は
格
別
で
す
。

～まちのいいとこ～ここ～ままままままままままちちちちちちちちちちちちちののののののののいいいいいいいとととととととこ～ままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののいいいいいいいいいいいいいいいいいとととととととととととととこここここここここ～～のののの いいいいまま ののの いいいいいのの とととちちち～まままままままままままままちちちちちちちのののののいいいいいいいいいいいいいいいととここここここ～
「誇れる」地域の宝 伊 台 編

伊台・五明こうげんぶどう

西法寺の薄墨桜

第21回 湯築小学校
児童数　男292人・女260人・計552人

（平成24年６月１日現在）

道
後
へ
お
い
で
ぞ
な
も
し

松
山
っ
子
の
声

（
平
成
23
年
度
当
時
）

　

道
後
温
泉
に
初
め
て
入
り
ま

し
た
。
シ
ラ
サ
ギ
の
足
が
治
っ

た
伝
説
の
と
お
り
、
本
当
に
気

持
ち
よ
か
っ
た
で
す
。

（
5
年
女
子
）

　

道
後
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を
考
え

ま
し
た
。
今
治
の
バ
リ
ィ
さ
ん

に
負
け
な
い
キ
ャ
ラ
だ
と
思
い

ま
す
。 

（
5
年
男
子
）
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